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天
理
大
学
で
は
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
国
際
的
な
場
で
の
実
践
教

育
の
一
貫
と
し
て
、「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ

た
活
動
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
簡
単
に
言
え
ば
国
際
協
力
・
国
際
交

流
の
た
め
の
実
践
教
育
で
あ
る
。
は
じ
ま
り
は
二
〇
〇
一
年
の
イ
ン

ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
発
生
し
た
大
地
震
の
被
災
地
で
、
経
験
の

少
な
い
学
生
や
教
員
で
も
参
加
で
き
る
活
動
を
企
画
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
以
来
、
年
一
～
二
回
の
ペ
ー
ス
で
、
各
一
〇
日
～
二
週
間

の
日
程
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
主
に
被
災
地
で

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
以
下
の
表
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
概
要
で
あ

る
。（
よ
り
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
『
コ

ス
モ
ス
一
四
号
』
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
概
要
が
特
集
さ
れ
て
い
る
。

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

http://w
w
w
.tenri-u.ac.jp/icrs/dv457k0000000lnq.htm

l

建
学
の
精
神
と
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

天
理
大
学
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

住 

原　

 

則 

也

（
天
理
大
学　

地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授 

）

●
事
　
例
●

土嚢シェルター完成写真（インド）

土嚢シェルター建築中（インド）



特集・ボランティア

29 大学と学生 2010.3

回数 活動場所�
期間

参加人数�
（カッコ内は引率
スタッフ数）

活動内容（教育支援のみ）

第 10回

フィリピン・サンタロ
ーサ市�
2009 年 2 月 21 日～ 3月
4日

12 名（スタッフ
3名 +一般 3名）

・現地小学校での折り紙指導�
・現地小学校でのリコーダー指導

第９回

インドネシア・北スマ
トラ州、メダン及びニ
アス島�
2008 年 7 月 27 日～ 8月
7日

25 名（7名）

・スポーツ指導・音楽指導
・現地児童を対象とした折り紙指導�
・現地大学生との交流�
・在メダン日本国総領事館表敬訪問

第８回

フィリピン・サンタロ
ーサ市�
2007 年 8 月 18 日～ 29
日

16 名（スタッフ
3名 +一般 2名）

・�現地児童を対象としたリコーダ指導
と図工教室
・�現地高校生とのスポーツ交流 ・生活
改善＆生活改善ワークショップ
・�マザーテレサ・ミッション施設での
ボランティア

第７回

インドネシア・北スマ
トラ州、メダン及びニ
アス島�
2007 年 7 月 21 日～ 8月
3日

24 名（スタッフ
5名+関係者3名）

・防災教育�
・現地児童を対象とした折り紙指導�
・日本の小学生との絵の交換�
・現地大学生との交流�
・在メダン日本国総領事館表敬訪問

「フィリ
ピン・プ
ロジェク
ト０６」

フィリピン・サンタロ
ーサ市�
2006 年 8 月 14 日～ 31
日

13 名（スタッフ
2名 +一般 2名）

・�タガログ語オリジナル絵本を用いた
小学校での折り紙指導

第６回

インドネシア・北スマ
トラ州、メダン及びニ
アス島�
2006 年 8 月 20 日～ 31
日

25 名（8名）
・スマトラ沖被災地での小学校の建設�
・現地児童を対象とした折り紙指導�
・日本の小学生との絵の交換

第５回
中国・陝西省�
2005 年 8 月 16 日～ 27
日

14 名（5名） ・現地小学校での折り紙指導�
・児童公園での桜の植樹

第４回
フィリピン・ラグーナ
州、パンパンガ州�
2004 年 8 月 4日～ 16 日

15 名（3名） ・現地小学校での折り紙指導�
・現地小学校でのリコーダー指導

第３回

インド・グジャラート
州�
2004 年 2 月 21 日～ 3月
5日

20 名（5名） 土嚢シェルター建設（小学校図書館）�
・現地小学生との交流

第２回
インド・グジャラート
州�
2003 年 3 月 5日～ 19 日

15 名（7名） 土嚢シェルター建設（小学校図書館）�
・現地小学生との交流

第 1回
インド・グジャラート
州�
2001 年 8 月 1日～ 15 日

18 名（4名） 土嚢シェルター建設（小学校図書館）�
・現地小学生との交流
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参
加
資
格

こ
の
よ
う
な
活
動
に
は
、
学
部
や
学
年
や
性
別
を
問
わ
ず
、
全
学

か
ら
有
志
の
学
生
が
参
加
す
る
が
、「
国
際
協
力
実
習
」
と
い
う
科

目
登
録
す
る
こ
と
で
単
位
化
さ
れ
て
い
る
。
参
加
希
望
学
生
は
、
希

望
理
由
を
含
め
た
申
請
書
を
提
出
し
、全
員
一
人
ず
つ
面
接
を
受
け
、

審
査
に
通
っ
た
人
だ
け
が
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
希
望

者
全
員
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
は
引
率
教
員
ス
タ
ッ
フ
に
は

あ
る
も
の
の
、
活
動
地
の
事
情
、
経
費
、
引
率
ス
タ
ッ
フ
の
規
模
な

ど
、
諸
要
因
か
ら
参
加
者
の
選
別
が
行
わ
れ
る
。「
国
際
参
加
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん
学
生
で
あ
る
。

活
動
の
流
れ

海
外
の
現
地
で
の
活
動
は
せ
い
ぜ
い
二
週
間
程
度
と
は
い
え
、
企

画
立
案
か
ら
最
終
報
告
書
の
作
成
ま
で
、
年
間
を
通
じ
た
活
動
と
な

音楽教育（インドネシア・ニアス島）

リコーダー指導 （フィリピン）

防災教育（インドネシア・ニアス島）
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っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

八
月
初
旬
に
現
地
で
の

活
動
を
実
施
す
る
場
合

を
例
に
と
れ
ば
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
ま
ず
教
員

ス
タ
ッ
フ
が
、
一
月
に

活
動
予
定
地
を
訪
問
し

現
地
関
係
者
と
交
渉
を

行
う
。
現
地
の
ニ
ー
ズ

の
発
見
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
依
頼
、交
通
の
便
、

緊
急
の
場
合
の
医
療
機

関
の
下
見
、
な
ど
多
方

面
の
交
渉
・
確
認
事
項

が
あ
る
。
こ
の
調
査
に
基
づ
き
、
三
月
ま
で
に
具
体
的
な
内
容
・
日

程
が
決
定
さ
れ
、
四
月
の
新
学
期
開
始
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
を
通
じ
て
学
内
で
の
参
加
希
望
者
募
集
が
行
わ
れ
る
。
ス
タ
ッ

フ
以
外
の
学
内
教
員
で
有
志
の
協
力
者
も
授
業
な
ど
で
、
募
集
の
紹

介
を
す
る
。
五
月
の
Ｇ
Ｗ
明
け
に
は
、
学
生
参
加
者
が
決
定
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
八
月
ま
で
の
二
ヶ
月
余
り
、
週
二
日
程
度
の
研
修
が
放
課

後
な
ど
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
。
実
際
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
は

十
分
な
準
備
が
で
き
な
い
た
め
に
、
学
生
が
各
自
で
行
う
準
備
も
あ

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
活
動
を
例
に
と
れ
ば
、
津
波
・
地
震
被
災

地
の
小
学
校
で
の
防
災
教
育
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
る

教
材
の
作
成
や
寸
劇
の
練
習
な
ど
の
事
前
研
修
が
行
わ
れ
た
。
短
期

語
学
研
修
も
並
行
し
て
行
わ
れ
る
。
イ
ン
ド
で
の
活
動
の
場
合
は
、

土
嚢
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
方
法
の
実
践
学
習
を
専
門
家
の
指
導
の
下

に
行
っ
た
。
ま
た
、
学
生
研
修
の
合
間
の
六
月
に
は
教
員
ス
タ
ッ
フ

の
一
部
が
、
再
び
現
地
に
赴
き
、
活
動
内
容
の
最
終
確
認
を
行
っ
て

く
る
。

八
月
、
い
よ
い
よ
本
番
で
あ
る
現
地
活
動
で
は
、
準
備
し
て
き
た

こ
と
を
実
行
に
移
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
経
験
を
通
じ
て
、
学
生
は
現
地
の
人
々
の
生
活
状
況
を
知

り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
心
の
交
流
を
行
う
。
学
校
に
行
き
た

く
て
も
経
済
的
事
情
で
小
学
校
に
す
ら
行
け
な
い
ケ
ー
ス
も
、
途
上

国
に
は
あ
る
こ
と
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
も
あ
る
。
教
員
ス
タ

ッ
フ
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
基
本
は
、
近
く
の
小

ホ
テ
ル
を
現
地
活
動
本
部
と
し
て
確
保
し
宿
泊
す
る
。
活
動
用
物
品

の
保
管
ば
か
り
で
な
く
、
体
調
を
く
ず
し
休
養
と
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
学
生
が
出
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
引
率
ス
タ
ッ
フ
は
、
現

場
で
裏
方
と
し
て
学
生
の
活
動
を
見
守
り
、
助
言
を
与
え
た
り
、
必

要
な
物
品
を
調
達
に
走
っ
た
り
、
記
録
用
の
撮
影
を
行
っ
た
り
、
体

体育教育 （インドネシア・ニアス島）
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調
不
良
者
が
出
た
場
合
な
ど
の
手
当
て
に
あ
た
っ
た
り
す
る
。
こ
の

よ
う
な
多
様
な
役
割
を
こ
な
す
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
は
数
人
単
位
の

複
数
で
、
か
つ
男
女
混
成
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

現
地
で
は
ま
た
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
設
な
ど
を
訪
問
す
る
こ

と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
マ
ニ
ラ
の
、
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
関
連
の
施
設
を
半
日
訪
問
し
て
、
掃
除
皿
洗
い
な
ど
の
活
動
も
臨

機
応
変
に
行
っ
た
り
す
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
よ
り
提
供
さ
れ
た
孤
児
院
な
ど
を
訪
問
し
、
施
設
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
活
動
も
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

無
事
現
地
で
の
活
動
が
終
了
し
て
帰
国
し
た
後
も
、
一
〇
月
か
ら

三
ヶ
月
ほ
ど
か
け
て
、
活
動
全
般
の
報
告
書
を
、
教
員
の
指
導
の
下

に
学
生
が
作
成
す
る
。
活
動
は
や
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
反
省
点

も
振
り
返
り
な
が
ら
、
後
学
の
た
め
に
活
動
全
般
の
記
録
を
残
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
学
生
か
ら
の
希
望
・
要
望
も
あ
り
、
活

動
内
容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
に
よ
っ
て
映
像
と
し
て
も
残
さ
れ
て
い
る
。

報
告
書
が
完
成
し
た
こ
ろ
に
は
、す
で
に
次
年
度
の
活
動
に
向
け
て
、

教
員
ス
タ
ッ
フ
が
動
き
始
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
流
れ
を
、
三
段

跳
び
に
例
え
て
、「
ホ
ッ
プ
（
事
前
準
備
）、ス
テ
ッ
プ
（
現
地
活
動
）、

ジ
ャ
ン
プ
（
報
告
書
作
成
）」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
参
加
学
生
は
、
現

地
で
の
二
週
間
だ
け
が
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
な
い
こ

と
を
意
識
す
る
。

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ま
と
め
（
八
月
実
施
の
場
合
）

　

一
月
： �

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
海
外
活
動
地
で
の
交
渉
・
活
動
内

容
の
企
画
、
決
定

　

四
月
： 

参
加
学
生
募
集
と
選
別

　

五
月
～
七
月
： 

事
前
研
修
期
間

　

六
月
： 

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
活
動
地
で
の
再
確
認

　

八
月
：
現
地
で
の
活
動

　

一
〇
月
～
一
二
月
： 

報
告
書
の
作
成

報告書写真

記録ビデオ写真
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活
動
の
主
管
と
支
援
体
勢

「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
天
理
大
学
地
域
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー(http://w

w
w
.tenri-u.ac.jp/icrs/index.htm

l)

が
主
管
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
本
セ
ン
タ
ー
に
学
生
は
所
属
し
な
い
が
、

異
文
化
研
究
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
際
協

力
の
専
門
家
を
配
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
施
す
る
こ

と
で
、
よ
り
実
践
的
な
機
関
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
引
率

教
員
ス
タ
ッ
フ
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
ば
か
り
で
は
な
く
、
専
門

分
野
の
必
要
に
応
じ
て
他
学
部
、
場
合
に
よ
れ
ば
、
学
外
の
専
門
家

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
地
で
の
学
生

に
よ
る
活
動
の
他
に
、
た
と
え
ば
衛
生
の
専
門
家
に
よ
る
、
現
地
の

水
質
検
査
や
、
現
地
住
民
を
集
め
て
の
衛
生
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
を
行

う
と
き
も
あ
る
。
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
音
楽
指
導
の
場
合
は
、
近
隣

の
中
学
校
の
音
楽
の
先
生
に
依
頼
し
て
、
事
前
研
修
の
中
で
、
指
導

法
を
学
生
に
教
授
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、単
に
、参
加
学
生
の
国
際
協
力
・

交
流
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
学
が
立
地
す

る
地
域
の
人
々
の
意
識
高
揚
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大

学
近
隣
の
小
学
校
に
依
頼
し
て
、
小
学
生
に
よ
る
絵
画
を
作
成
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
海
外
被
災
地
に
届
け
て
披
露
し
、
逆
に
被
災
地
の

小
学
生
に
、
日
本
か
ら
持
っ
て
行
く
ク
レ
パ
ス
な
ど
で
画
用
紙
に
絵

を
描
い
て
も
ら
い
、
そ
の
絵
画
を
持
ち
帰
っ
て
日
本
の
小
学
校
に
寄

贈
す
る
と
も
に
、
被
災
地
に
関
す
る
説
明
会
を
、
学
生
が
小
学
校
に

出
向
い
て
行
う
、
な
ど
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
何

度
か
リ
コ
ー
ダ
ー
の
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、
新
聞
各
社
を
通
じ
て

一
般
社
会
に
呼
び
か
け
る
と
日
本
全
国
か
ら
、
押
入
れ
な
ど
に
し
ま

っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
リ
コ
ー
ダ
ー
が
毎
回
二
百
本
以
上
寄
せ

ら
れ
、
そ
れ
を
現
地
の
小
学
校
に
寄
贈
し
、
音
楽
教
育
に
役
立
て
て

い
た
だ
い
て
き
た
。
ま
た
天
理
大
学
近
隣
の
高
校
か
ら
も
、
生
徒
の

作
成
し
た
紙
芝
居
や
布
絵
本
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
学
生
が
被
災
地
の

子
ど
も
た
ち
に
披
露
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
内
に
お

け
る
、
大
学
と
地
域
と
の
連
携
を
「
社
学
連
携
」
と
位
置
づ
け
て
重

視
し
て
い
る
。

　
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
必
要
な
渡
航
費
な
ど
の
経
費
は
、

基
本
は
学
生
自
身
の
負
担
で
あ
る
が
、
天
理
大
学
学
生
の
保
護
者
か

ら
成
る
後
援
会
に
も
賛
同
い
た
だ
き
、
毎
回
、
各
学
生
の
負
担
額
の

約
半
分
を
賄
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
済
的
支
援
が

あ
る
こ
と
で
、
学
生
に
よ
る
経
費
負
担
が
か
な
り
軽
減
化
さ
れ
て
い

る
。

活
動
の
背
景
と
し
て
の
大
学
の
伝
統
と
建
学
の
理
念

以
上
概
観
し
て
き
た
活
動
は
、
そ
の
基
本
理
念
と
し
て
、
大
学
の
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「
建
学
の
精
神
」
が
あ
る
。
そ
の
精
神
は
宗
教
性
（
平
た
く
言
え
ば
、

「
他
者
へ
の
献
身
」）
と
国
際
性
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
践

と
し
て
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
主
旨
も
そ
の
精
神
の
延
長
線
上
に

あ
り
、「
途
上
国
地
域
の
社
会
・
文
化
か
ら
世
界
を
見
る
視
点
を
養
う
」

こ
と
を
教
育
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

参
加
経
験
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
感
想
を
す
べ
て
こ
こ
に

紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
総
じ
て
、
参
加
し
た
こ
と
へ
の
喜

び
、
感
謝
の
こ
と
ば
が
見
ら
れ
る
。「
被
災
地
の
人
々
の
た
め
に
」

と
思
っ
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
が
、
実
は
そ
れ
以
上
に
、
被
災
地
の

人
々
か
ら
も
ら
い
受
け
る
目
に
見
え
な
い
知
識
や
意
識
が
い
か
に
多

い
か
に
気
づ
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
卒
業
後
も
国
際
協
力
の
専
門
家
を
目
指
そ
う
と
す
る
学
生
も
い

る
。
す
で
に
国
連
関
連
の
国
際
機
関
に
勤
務
し
て
途
上
国
の
援
助
に

参
加
し
て
い
る
卒
業
生
な
ど
も
出
て
き
て
い
る
。
教
育
の
一
環
と
し

て
の
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の
進
路

を
導
く
た
め
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
結
果
と
し
て
学
生
の
将

来
を
少
な
か
ら
ず
方
向
付
け
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。
た
と
え
そ

の
よ
う
な
専
門
家
に
な
ら
な
く
と
も
、
被
災
地
の
人
々
や
「
弱
者
」

の
痛
み
に
共
感
で
き
る
感
性
を
も
つ
人
材
と
な
っ
て
社
会
に
出
て
ゆ

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
既
述
の
「
他
者
へ
の
献
身
」
を

行
う
に
は
、
心
が
け
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
の
能
力
の
向
上
に
も
努

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

日
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
住
環
境
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

子
ど
も
た
ち
と
す
ご
す
体
験
も
、
学
生
に
は
、
楽
し
く
良
い
思
い
ば

か
り
と
も
限
ら
な
い
。
国
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
を
く
れ
」「
あ
れ
を
く

れ
」
と
持
ち
物
を
せ
が
む
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を

う
ま
く
あ
し
ら
う
よ
う
に
な
る
こ
と
も
ま
た
、
教
室
で
は
教
え
ら
れ

な
い
教
育
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
じ
て
、
日
本
ほ
ど
の
物
質
に
恵
ま

れ
な
い
と
こ
ろ
に
暮
ら
す
人
々
の
情
の
篤
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
圧
倒

的
に
多
い
。
参
加
学
生
の
多
く
が
、
現
地
へ
の
再
訪
を
希
望
し
、
後

日
個
人
レ
ベ
ル
で
訪
問
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

 

以
上
、
小
規
模
な
が
ら
毎
年
継
続
さ
れ
て
き
た
「
国
際
参
加
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
地
域
を
越
え
た
世
界
的
な
展
開
と

と
も
に
、
国
内
に
お
い
て
は
、
大
学
と
い
う
点
か
ら
地
域
社
会
へ
の
、

点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
志
向
す

る
こ
と
で
さ
ら
に
継
続
・
発
展
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

先
を
急
が
ず
一
年
一
年
の
年
輪
を
大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。


